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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結
累計期間

第45期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 9,870,2439,998,75636,238,430

経常利益（千円） 385,574 347,1421,786,665

四半期（当期）純利益（千円） 186,473 154,662 982,990

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
190,407 153,8231,038,528

純資産額（千円） 9,586,49210,477,24010,434,584

総資産額（千円） 16,627,13617,899,10416,713,596

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
35.70 29.61 188.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 57.6 58.5 62.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要

な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等で個人消費には一部明るいきざ

しが見えるものの、円高や欧州債務危機、電力供給の制約など不安定要素も依然として多く、先行きが見通しにく

い状況が続いております。流通業界におきましても、デフレの継続や企業間競争の激化などにより、厳しい状況が

続いております。

　当社の当第１四半期連結累計期間の業績は、電力供給事情による節電意識の高まりの影響で、殺虫剤や暑さ対策

商品等の季節商品が好調に推移し、売上高は総じて堅調だったものの、企業間競争の激化による利益率低下の影

響を受け、利益面では前期水準を下回りました。

　上記の結果、売上高は9,998百万円(前年同期比101.3％)、営業利益は233百万円(前年同期比83.8％)、経常利益は

347百万円(前年同期比90.0％)、四半期純利益は154百万円(前年同期比82.9％)となりました。

　当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の内容は、次のとおりであります。

≪卸売事業≫

　卸売事業におきましては、殺虫剤を中心とした季節商材が堅調に推移し、売上高は8,668百万円(前年同期比

102.2％)、セグメント利益28百万円(前年同期比38.2％)となりました。

≪物流関連事業≫

　物流関連事業におきましては、一部受託先企業の店舗在庫適正化の取り組みの影響などにより取扱い物量が減

少し、売上高は1,322百万円(前年同期比95.8％)、セグメント利益292百万円(前年同期比100.9％)となりました。

≪その他の事業≫

　その他の事業は、売上高７百万円(前年同期比121.5％)、セグメント利益６百万円(前年同期比126.7％)となりま

した。

(2) 財政状態の分析

(資産)

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、17,899百万円(前連結会計年度末比1,185百万円増加)となりま

した。流動資産につきましては、10,212百万円(前連結会計年度末比884百万円増加)となりました。主な増減の要

因としましては、受取手形及び売掛金が993百万円増加したことによるものであります。固定資産は、7,686百万円

(前連結会計年度末比300百万円増加)となりました。主な増減の要因としましては、投資その他の資産が359百万

円増加したことによるものであります。

(負債)

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、7,421百万円(前連結会計年度末比1,142百万円増加)となりまし

た。流動負債につきましては、6,562百万円(前連結会計年度末比1,155百万円増加)となりました。主な増減の要因

としましては、未払法人税等が307百万円減少した一方で、短期借入金が1,330百万円増加したことによるもので

あります。固定負債は、858百万円(前連結会計年度末比12百万円減少)となりました。

(純資産)

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、10,477百万円(前連結会計年度末比42百万円増加)となりまし

た。主な増減の要因としましては、利益剰余金が44百万円増加したことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数は

100株でありま

す。

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

ハリマ共和物産株式会社(E02807)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　218,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,219,500 52,195 －

単元未満株式 普通株式      3,268 － －

発行済株式総数 5,441,568 － －

総株主の議決権 － 52,195 －

　 （注）  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
218,800 － 218,800 4.02

計 － 218,800 － 218,800 4.02

　 （注）  当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は218,823株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,271,301 1,186,259

受取手形及び売掛金 ※2
 5,705,206

※2
 6,698,532

商品 1,748,785 1,801,417

その他 604,349 528,157

貸倒引当金 △1,557 △1,708

流動資産合計 9,328,084 10,212,658

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,671,535 1,638,384

土地 3,798,984 3,798,984

その他（純額） 335,876 315,323

有形固定資産合計 5,806,397 5,752,692

無形固定資産 64,431 59,911

投資その他の資産 ※1
 1,514,682

※1
 1,873,842

固定資産合計 7,385,511 7,686,446

資産合計 16,713,596 17,899,104

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,222,399

※2
 3,341,526

短期借入金 743,166 2,073,840

未払法人税等 493,684 185,983

賞与引当金 50,170 34,033

その他 898,387 927,556

流動負債合計 5,407,807 6,562,941

固定負債

退職給付引当金 307,082 306,367

役員退職慰労引当金 225,465 218,779

その他 338,655 333,775

固定負債合計 871,203 858,922

負債合計 6,279,011 7,421,863
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 690,265 690,265

利益剰余金 9,476,105 9,521,090

自己株式 △187,968 △187,968

株主資本合計 10,697,932 10,742,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,260 12,545

土地再評価差額金 △288,147 △288,147

為替換算調整勘定 △5,516 △5,071

その他の包括利益累計額合計 △278,404 △280,673

少数株主持分 15,056 14,997

純資産合計 10,434,584 10,477,240

負債純資産合計 16,713,596 17,899,104
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 9,870,243 9,998,756

売上原価 8,649,925 8,791,677

売上総利益 1,220,317 1,207,079

販売費及び一般管理費 941,646 973,512

営業利益 278,671 233,566

営業外収益

受取利息 2,087 2,297

受取配当金 8,909 6,193

仕入割引 86,283 87,096

その他 18,474 23,693

営業外収益合計 115,755 119,281

営業外費用

支払利息 3,274 2,026

売上割引 5,577 3,679

営業外費用合計 8,852 5,705

経常利益 385,574 347,142

税金等調整前四半期純利益 385,574 347,142

法人税等 197,046 191,049

少数株主損益調整前四半期純利益 188,527 156,093

少数株主利益 2,054 1,430

四半期純利益 186,473 154,662
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 188,527 156,093

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,341 △2,715

為替換算調整勘定 538 445

その他の包括利益合計 1,879 △2,269

四半期包括利益 190,407 153,823

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 188,353 152,392

少数株主に係る四半期包括利益 2,054 1,430
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる損益への影響は軽微であります。　
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

投資その他の資産 13,465千円 13,465千円

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 27,150千円 31,688千円

支払手形 301 845

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 57,122千円 62,700千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 104,455 20 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 109,677 21 平成24年３月31日 平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
8,483,9641,380,1819,864,1456,0979,870,243－ 9,870,243

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

3,241 18,15621,397 － 21,397△21,397 －

計 8,487,2051,398,3389,885,5436,0979,891,640△21,3979,870,243

セグメント利益 75,582290,323365,9054,997370,902△92,231278,671

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△92,231千円にはセグメント間取引消去4,185千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△96,416千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・経理

財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
　

調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
　(注３)　

卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
8,668,9011,322,4479,991,3497,4079,998,756－ 9,998,756

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

96 16,18416,281 － 16,281△16,281 －

計 8,668,9981,338,63210,007,6307,40710,015,037△16,2819,998,756

セグメント利益 28,868292,907321,7756,329328,105△94,538233,566

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含ん

でおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△94,538千円にはセグメント間取引消去2,255千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△96,794千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人事・経理

財務部門の一般管理費であります。　

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 35円70銭 29円61銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 186,473 154,662

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 186,473 154,662

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,222 5,222

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

  平成24年８月８日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社  

  取  締  役  会　御  中  

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ　 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲尾　彰記　　   印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　 　  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産株

式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日か

ら平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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